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一
、
は
じ
め
に

本
学
・
目
白
大
学
図
書
館
に
は
、
室
町
時
代
中
期
に
書
写
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
、
一
古
写
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
本
は
、
従

来
学
界
等
に
報
告
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
、
未
紹
介
の
、
い
わ
ゆ
る
新
出
伝
本
で

あ
る
。
よ
っ
て
本
論
考
で
は
、
こ
の
本
に
つ
い
て
の
書
誌
学
的
・
内
容
的
報
告

を
行
う
と
と
も
に
、
そ
れ
に
関
連
す
る
伝
称
筆
者
の
問
題
、
及
び
当
該
本
の

『
新
古
今
和
歌
集
』
伝
本
系
統
上
の
位
置
と
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
を
行
い

た
い
と
思
う
。
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二
、
書
誌
に
つ
い
て

ま
ず
、
当
該
本
の
書
誌
的
な
報
告
を
行
う
。
目
白
大
学
図
書
館
蔵
・
伝
周
興

筆
『
新
古
今
和
歌
集
』（
以
下
、
目
白
大
学
本
と
略
称
す
る
）
は
写
本
二
冊
、
装

訂
は
列
帖
装
、
書
写
年
代
は
室
町
中
期
頃
写
と
思
わ
れ
る
。
大
き
さ
は
、
縦
が

二
四
・
四
糎
、
横
一
六
・
七
糎
。
表
紙
は
亀
甲
繋
文
地
に
菊
唐
草
繋
文
様
を
織

り
だ
し
た
、
藍
地
金
襴
緞
子
表
紙
を
付
す
。
表
紙
裏
の
い
わ
ゆ
る
見
返
し
に
は
、

水
墨
山
水
画
に
金
銀
砂
子
泥
雲
霞
引
の
、
非
常
に
豪
華
な
装
飾
絵
画
料
紙
を
あ

し
ら
う
。
こ
の
絵
の
筆
者
は
未
詳
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
前
期
狩
野
派
絵
師
に

よ
る
も
の
と
思
わ
れ
、
二
冊
の
各
前
後
、
つ
ま
り
四
面
に
わ
た
っ
て
用
い
ら
れ
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て
い
る
。
以
上
の
表
紙
お
よ
び
見
返
し
は
、
い
つ
の
時
点
に
行
わ
れ
た
か
は
明

確
に
し
得
な
い
も
の
の
、
近
世
に
な
っ
て
か
ら
の
改
装
後
補
で
あ
る
。
本
の
内

容
を
示
す
外
題
は
な
く
、
そ
れ
を
記
し
た
題
簽
が
貼
ら
れ
て
い
た
痕
跡
も
見
ら

れ
な
い
。
但
し
、
上
冊
目
一
丁
オ
モ
テ
の
左
肩
に
は
題
簽
の
剥
が
さ
れ
た
後
が

あ
り
、
元
来
、
共
紙
表
紙
で
、
こ
れ
も
改
装
の
一
つ
の
証
し
で
あ
る
。
本
文
料

紙
は
斐
紙
で
、
室
町
時
代
写
本
に
よ
く
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
、
や
や
茶
色
の
強

い
上
質
の
料
紙
を
用
い
て
書
写
さ
れ
て
い
る
。
本
文
は
、
真
名
序
・
仮
名
序
・

本
文
の
順
に
書
写
し
、
真
名
序
は
、
毎
半
葉
・
一
面
八
行
、
一
行
十
七
字
見
当

で
、
仮
名
序
は
毎
半
葉
・
一
面
八
行
、
一
行
二
十
一
〜
二
字
見
当
、
本
文
は
毎

半
葉
・
一
面
十
行
、
和
歌
は
一
首
一
行
書
き
、
詞
書
は
歌
頭
よ
り
三
字
下
げ
で

こ
れ
を
書
写
す
る
。
字
高
は
約
二
〇
・
五
糎
。
丁
数
は
上
冊
が
七
括
り
（
9
紙

／
17
丁
（
一
丁
分
は
表
紙
内
部
に
貼
込
み
）、
10
／
20
、
11
／
22
、
11
／
22
、
9

／
18
、
13
／
26
、
10
／
19
（
一
丁
分
は
表
紙
内
部
に
貼
込
み
））
で
、
総
丁
数
一

四
四
丁
、
内
、
遊
紙
は
前
一
・
後
二
で
、
本
文
墨
付
は
全
部
で
一
四
一
丁
。
下

冊
は
六
括
り
（
10
紙
／
19
丁
、
10
／
20
、
10
／
20
、
10
／
20
、
10
／
20
、
14
／
27

（
一
丁
分
は
表
紙
内
部
に
貼
込
み
））、
よ
っ
て
総
丁
数
一
二
六
丁
、
そ
の
内
、
遊

紙
は
前
一
・
後
〇
で
、
墨
付
は
一
二
五
丁
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
目
白
大
学
本
に
は
、
他
に
見
ら
れ
な
い
奥
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。
以
下

に
翻
字
し
て
そ
れ
を
示
す
。

〔
奥
書
〕（
二
冊
目
・
一
二
六
丁
オ
モ
テ
）

「　

永（

一

四

三

一

）

享
第
三
之
天
沽
洗
仲
六
之
候
彼
上
下
以
左
中
将

　
　

藤
原
雅
永
朝
臣
秘
本
令
書
写
校
合
但
魚
納
之

　
　

賤
薄
鳥
跡
之
凡
卑
云
彼
云
此
敢
不
可
出
座
外
而
已

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
中
納
言
藤
原
朝
臣
在
判

　
　
　
　

彼
和
哥
上
下
若
為
當
家
之
遺
流
及
他
見
者
不
可
為

　
　
　
　

愚
臣
之
来
葉
之
儀
穴
賢
々
　々
　
　
　

在
判

」

（
読
み
下
し
）「
永
享
第
三
の
天
、
沽
洗
仲
六
の
候
、
彼
の
上
下
、
左
中
将
藤

原
雅
永
朝
臣
の
秘
本
を
も
っ
て
、
書
写
校
合
せ
し
む
、
但
し
魚
納
（
網
）
の
賤

薄
、
鳥
跡
の
凡
卑
、
彼
と
云
い
、
此
と
云
い
、
敢
て
座
外
に
出
す
べ
か
ら
ざ
る

の
み
、
権
中
納
言
藤
原
朝
臣
在
判
、
彼
の
和
歌
の
上
下
は
、
若
し
当
家
の
遺
流
の

た
め
に
、
他
見
に
及
ば
ば
、
愚
臣
の
来
葉
の
儀
た
る
べ
か
ら
ず
、
穴
賢
々
々
在

判
」こ

の
内
容
の
大
意
を
示
せ
ば
「
永
享
三
年
、
三
月
十
六
日
の
頃
、
こ
の
上
下

（
二
冊
）
は
、
左
中
将
藤
原
雅
永
朝
臣
の
秘
本
を
も
っ
て
、
書
写
校
合
し
た
も
の

で
あ
る
。
た
だ
し
、
紙
は
粗
末
で
あ
る
し
、
筆
跡
は
平
凡
な
の
で
、
か
れ
こ
れ

言
っ
て
敢
え
て
、
座
の
外
に
出
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
権
中
納
言
藤
原
朝
臣

（
花
押
あ
り
）
／
こ
の
和
歌
上
下
（
二
冊
）
が
、
も
し
当
家
の
遺
流
の
者
の
た
め

に
、
他
人
の
目
に
触
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
私
の
後
世
を
継
ぐ
（
者
の
）
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業
と
し
て
、
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
は
な
い
。
く
れ
ぐ
れ
も
心
せ
よ
。（
花
押
あ

り
）」
と
い
う
よ
う
に
な
ろ
う
。
こ
の
種
の
奥
書
と
し
て
、
こ
の
本
の
貴
重
さ
を

訴
え
、
み
だ
り
に
他
見
を
許
さ
な
い
よ
う
言
い
置
く
文
言
は
類
型
的
で
あ
る
と

も
言
え
る
が
、
こ
の
奥
書
に
登
場
す
る
の
は
、
室
町
時
代
前
期
に
歌
壇
を
主
導

し
た
、
飛
鳥
井
家
の
人
々
で
、「
左
中
将
雅
永
朝
臣
」
は
飛
鳥
井
（
藤
原
）
雅

永
、
生
没
年
未
詳
で
、
父
は
雅
縁
（
法
名
宋
雅
）。「
権
中
納
言
藤
原
朝
臣
」
は

飛
鳥
井
雅
世
の
こ
と
で
、
享
徳
元
年
（
一
四
五
二
）、
六
三
歳
で
亡
く
な
る
が
、

奥
書
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
永
享
三
年
（
一
四
三
一
）
当
時
に
は
、
四
二
歳
で

あ
る
。
雅
永
の
兄
に
あ
た
り
、
文
学
史
お
よ
び
和
歌
史
的
に
は
、
二
十
一
代
集

の
掉
尾
を
飾
る
こ
と
に
な
る
『
新
続
古
今
和
歌
集
』
の
撰
者
と
し
て
、
あ
ま
り

に
も
有
名
な
人
物
で
あ
る
。
後
半
二
行
の
奥
書
は
、
前
半
と
は
別
内
容
で
、
誰

が
記
し
た
も
の
か
正
確
に
は
不
明
と
い
う
他
な
い
が
、「
為
當
家
之
遺
流
」
と
い

う
文
言
か
ら
は
飛
鳥
井
家
に
関
わ
る
人
物
で
あ
る
事
は
確
か
で
あ
り
、
も
し
仮

に
雅
世
以
降
の
誰
か
が
、
後
半
二
行
の
部
分
の
記
主
で
あ
る
な
ら
ば
、
自
ら
の

父
祖
に
あ
た
る
人
物
に
対
す
る
、
何
ら
か
の
文
言
が
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
あ
る

が
、
そ
れ
が
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
れ
は
、
飛
鳥
井
雅
世
が
前
半
部
分
と

は
時
を
隔
て
た
段
階
で
記
し
た
も
の
と
推
定
す
る
の
が
穏
当
か
と
思
わ
れ
る
。

猶
、
後
考
を
俟
つ
。

ち
な
み
に
飛
鳥
井
家
は
、
鎌
倉
時
代
初
期
、
後
鳥
羽
院
の
側
近
と
し
て
活
躍

し
、
こ
の
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
撰
者
の
一
人
で
あ
り
、
ま
た
蹴
鞠
の
名
手
で

も
あ
っ
た
、
飛
鳥
井
雅
経
を
実
質
的
な
始
祖
と
す
る
和
歌
・
蹴
鞠
の
家
と
し
て
、

江
戸
時
代
、
果
て
は
現
代
に
ま
で
そ
の
一
部
を
継
承
す
る
家
柄
で
あ
る
が
、
こ

の
奥
書
の
文
言
を
見
る
限
り
、
こ
の
本
は
、
必
ず
し
も
飛
鳥
井
家
の
伝
来
の
秘

本
、
と
い
う
よ
う
な
性
格
の
も
の
で
は
な
い
よ
う
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ

ま
で
他
に
全
く
知
ら
れ
な
い
奥
書
で
あ
る
し
、
雅
世
と
雅
永
兄
弟
の
微
妙
な
関

係
性
も
伺
え
て
、
中
世
室
町
時
代
前
期
の
歌
壇
史
を
考
え
る
上
で
も
、
非
常
に

興
味
深
い
。
こ
の
目
白
大
学
本
の
資
料
的
な
意
義
は
、
こ
の
奥
書
を
有
す
る
点

に
認
め
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
文
明
新
写
本
の
中
に
、
こ
の
奥
書
が
見

い
だ
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
本
の
書
写
年
代
が
そ
れ
を
遡
る
、
室
町

時
代
中
期
、
そ
れ
も
応
仁
・
文
明
の
乱
以
前
の
書
写
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆
し

て
い
る
と
も
思
わ
れ
る
。
そ
う
考
え
る
な
ら
ば
、
ま
た
文
明
新
写
本
と
同
じ
か

そ
の
後
の
書
写
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
保
存
状
態
に
関
し
て
言
う
と
、
虫
損
な

ど
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
こ
の
種
の
写
本
と
し
て
は
、
類
い
希
な
美
麗
さ
を

保
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
目
白
大
学
本
の
価
値
─
こ
ち
ら
は
美
術
的
な
面

も
含
め
た
─
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
本
の
付
属
資
料
と
し
て
は
、
本
体
を
保
存
し
て
き
た
、
桐
箱
と
漆
塗
の

印
籠
箱
が
あ
る
。
印
籠
箱
の
蓋
表
に
は
金
泥
で
「
新
こ
き
ん
わ
か
集　
　

法
性

寺
上
人
周
興
筆
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
近
世
江
戸
時
代
の
あ
る
時
点
で
の
後
誂

え
で
あ
る
が
、
非
常
に
立
派
な
も
の
で
、
大
切
に
伝
来
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
古
筆
鑑
定
家
に
よ
る
鑑
定
書
で
あ
る
、
折
紙
と
極
札
が
附
属
し
て
い

る
。
一
般
に
言
う
所
の
「
折
り
紙
付
き
」「
極
め
付
き
」
の
逸
品
、
と
い
う
の
は

こ
の
よ
う
な
も
の
を
指
す
。
こ
こ
に
も
目
白
大
学
本
の
文
化
史
的
な
面
で
の
価
値

を
見
い
だ
す
事
が
出
来
よ
う
。
そ
の
「
折
り
紙
」
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
、

本
体
の
大
き
さ
は
、
縦
一
六
・
四
糎
、
横
四
六
・
五
糎
、
全
紙
の
奉
書
を
横
に
二

つ
に
細
長
く
折
っ
た
形
で
、
折
り
目
を
下
に
し
て
、
文
言
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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「　

新
古
今
和
歌
集
折
帋  　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
包
み
紙
・
表
書
）

「　
　

新
古
今
和
歌
集

　
　
　

全
部
貳
冊

　
　
　

法
勝
寺
周
興
律
師

　
　
　

所
筆
無
疑
者
也

　
　
　
　
　

金
子
参
枚
五
両

　
　

宝（
一
七
〇
六
）

永
三
年　
　
　

古
筆

　
　
　
　

菊
月
中
旬　
　

了
仲
（
朱
印
）　　
　

」

一
方
、「
極
め
」
の
方
は
、
極き
わ
め
ふ
だ札（
縦
一
五
・
三
糎
、
横
二
・
三
糎
）
が
附
属

し
て
い
る
。

「　

新
古
今
和
歌
集
外
題　
　
　

」（
包
み
紙
・
表
書
）

「　

法
勝
寺
周
興
律
師
新
古
今
和
歌
集
（
墨
印
・
守
村
）　　
　
」（
表
の
み
・
裏
な
し
）

こ
の
よ
う
に
、
鑑
定
年
代
が
明
確
な
、
折
り
紙
・
極
札
の
両
方
を
具
備
し
て

い
る
と
い
う
の
は
、
実
例
と
し
て
稀
少
で
あ
り
、
同
時
に
こ
の
本
が
貴
重
な
も

の
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
こ
と
の
、
履
歴
書
を
保
有
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ

い
。こ

の
他
、
桐
箱
の
底
に
は
旧
蔵
者
を
示
す
内
容
が
記
さ
れ
、
さ
ら
に
こ
の
本

の
伝
来
を
示
す
書
状
、
ま
た
近
代
に
な
っ
て
古
書
店
が
こ
の
本
に
つ
い
て
調

べ
、
記
し
た
と
見
ら
れ
る
手
紙
・
書
き
付
け
な
ど
が
附
属
し
て
い
る
が
、
か
た

が
た
も
っ
て
、
こ
の
本
が
こ
れ
ま
で
こ
の
よ
う
に
美
麗
な
状
態
を
保
っ
て
き
た

こ
と
の
跡
が
よ
く
見
て
取
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
本
が
、
現
在
本
学
の
所
蔵
に
帰

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
奇
縁
と
も
言
う
べ
き
事
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
貴

重
な
資
料
を
、
今
後
と
も
大
切
に
保
管
・
保
存
し
、
さ
ら
に
後
代
に
引
き
継
い

で
行
く
こ
と
は
、
現
在
の
我
々
に
与
え
ら
れ
た
歴
史
的
・
文
化
的
な
使
命
で
あ

る
。以

上
、
目
白
大
学
本
の
書
誌
的
な
事
項
に
関
す
る
報
告
を
行
っ
た
。
こ
の
本

が
貴
重
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
べ
く
、
や
や
贅
言
を
弄
し
た
が
、
こ
の

他
に
も
、
研
究
上
見
逃
し
得
な
い
、
興
味
深
い
問
題
を
、
こ
の
本
は
持
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
、
筆
者
と
し
て
言
い
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
「
周
興
」
と
い
う
人

物
と
、
そ
の
書
写
活
動
に
関
す
る
事
跡
で
あ
る
。
次
に
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て

考
察
し
て
み
た
い
。

三
、
伝
称
筆
者
「
周
興
」
を
め
ぐ
っ
て

こ
の
目
白
大
学
本
の
筆
者
と
し
て
伝
称
さ
れ
る
「
周
興
」
と
い
う
人
物
に
つ

い
て
は
、
こ
の
本
が
室
町
時
代
中
期
頃
の
書
写
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
Ａ

彦げ
ん

龍り
ゅ
う

周し
ゅ
う

興こ
う　

Ｂ　

周
興
律
師
（
伝
未
詳
） 

の
二
人
の
異
な
っ
た
人
物
を
比
定

す
る
説
が
併
存
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
Ａ
の
彦
龍

周
興
で
あ
る
が
、
こ
の
人
物
は
、
長
禄
二
年
（
一
四
五
七
）
〜
延
徳
三
年
（
一
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四
九
一
）、
三
四
歳
で
没
し
て
い
る
、
京
都
五
山
、
い
わ
ゆ
る
禅
林
の
僧
侶
で
、

中
で
も
後
期
五
山
の
代
表
的
な
僧
の
一
人
、
横お
う

川せ
ん

景け
い

三さ
ん

（
永
享
元
年
（
一
四
二

九
）
〜
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）、
足
利
義
政
の
側
近
）
の
影
響
を
強
く
受
け
、

五
山
禅
林
中
、
早
く
よ
り
博
学
・
高
徳
を
称
さ
れ
た
が
早
逝
し
て
い
る
。
禅
僧

の
世
界
、
漢
詩
文
の
世
界
で
は
学
識
の
高
さ
で
高
名
で
は
あ
る
が
、
和
歌
事
跡

は
知
ら
れ
ず
、
若
い
時
期
か
ら
身
体
の
強
い
方
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
禅
僧

の
修
行
お
よ
び
学
問
に
長
じ
て
い
た
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
物
理
的
に
和
歌
作

品
の
書
写
を
行
っ
て
い
た
可
能
性
は
極
め
て
低
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
Ｂ
の
周
興
律
師
の
名
は
、
古
筆
切
お
よ
び
古
典
籍
の
伝
称
筆
者
と
し

て
は
比
較
的
多
く
資
料
が
伝
存
し
、
そ
の
筆
跡
は
目
白
大
学
本
の
そ
れ
と
も
一

致
す
る
。
い
く
つ
か
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、

①�　

稲
田
利
徳
「
道
隆
寺
蔵
本
『
新
続
古
今
集
』
の
新
出
資
料
に
つ
い
て
」（『
文

学
語
学
』
53
）

　

�

同
寺
（
香
川
県
多
度
津
町
）
蔵
新
続
古
今
集
の
下
帖
（
室
町
中
期
写
、
尭

孝
本
奥
書
を
有
す
）

　

列
帖
装
、
一
帖
。
縦
二
六
・
一
糎
、
横
一
九
・
二
糎
。
料
紙
、
鳥
の
子
。

　

�「
此
集
返
納
之
後
以
中
書
之
本
／
最
前
所
令
写
之
也
可
為
規
模
之
／
本
者

歟
／

　

永（

一

四

四

〇

）

享
十
二
年
八
月
廿
三
日
／
和
歌
所
老
拙
権
大
僧
都
尭
孝
」（
奥
書
）

　
「
尭
孝
門
弟
周
興
律
師

新
続
古
今
和
歌
集

中
本
一
冊
」（
極
札
）　　
　

＊
筆
跡
未
見

②�　

昭
和
五
六
年
度　

東
京
古
典
会
典
籍
下
見
展
観
大
入
札
会
目
録
、
6
掲
載

の
新
古
今
集

　

�（
当
該
目
録
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
永
享
三
年
三
月
飛
鳥
井
雅
世
の
秘
本
を

書
写
校
合
し
た
旨
の

　

奥
書
を
有
す
る
由
の
説
明
文
）　

→　

目
白
大
学
本　

に
該
当
。

③�　

吉
田
幸
一
蔵
〔
百
人
一
首
古
註
〕　
（「
長
享
元
年
極
月
十
四
日
」
の
書
写
奥

書
を
有
す
）	

＊
（
古
典
文
庫
291
に
影
印
収
載
）

　

列
帖
装
、
一
帖
。
縦
一
〇
・
一
七
糎
、
横
八
・
一
糎
。
料
紙
、
斐
楮
混（
マ
マ
）漉
紙
。

　

�「
岩
鶴
丸
数
奇
懇
志
／
異
于
他
間
所
獻
書
之
／
而
已
／
長（
一
四
八
七
）

享
元
年
極＊

月
十

四
日
」（
奥
書
）
＊
陰
暦
十

の
異
名
二
月

　
「
尭
孝
門
弟
周
興
律
師
（
琴
山
）」（
極
札
）

な
ど
が
あ
り
、
ま
た
、
十
三
代
集
を
含
む
、
古
筆
切
の
伝
称
筆
者
と
し
て
も
、

そ
の
名
前
が
見
え
る
。（

（
（

ま
た
、
古
筆
鑑
定
家
の
記
し
た
伝
記
資
料
で
あ
る
『
顕
伝
明
名
録
』（
呑
舟
軒

藤
本
箕
山
編
）
に
、「　

─（
周
） 

興　

法
性
寺
上
人
律
師
尭
孝
門
弟
也
〈
連
歌
師
〉」

（
日
本
古
典
全
集
本
）
の
よ
う
な
記
載
が
見
ら
れ
る
。
目
白
大
本
の
、
折
り
紙
・

極
札
に
は
「
法
勝
寺
」
と
あ
り
、
漆
塗
箱
蓋
に
は
「
法
性
寺
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
同
音
で
あ
る
が
故
に
起
こ
っ
た
混
乱
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
古
筆
家

の
鑑
定
を
見
渡
す
と
そ
れ
自
体
に
も
揺
れ
が
生
じ
て
お
り
、
い
ず
れ
を
是
と
す

べ
き
か
、
俄
に
決
し
難
い
。
し
か
し
共
通
点
と
し
て
「
尭
孝
門
弟
」
と
い
う
こ
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と
で
は
一
致
を
見
せ
て
い
る
。
尭
孝
（
明
徳
二
年
（
一
三
九
一
）
〜 

康
正
元
年

（
一
四
五
五
））
は
、
室
町
時
代
前
期
、
二
条
派
の
領
袖
で
飛
鳥
井
家
と
な
ら
ぶ

歌
壇
の
重
鎮
と
し
て
の
地
位
を
占
め
、『
新
続
古
今
和
歌
集
』
に
関
し
て
も
、
和

歌
所
の
開
闔
と
し
て
そ
の
編
纂
の
中
心
と
し
て
関
わ
っ
て
い
る
。
①
と
し
て
挙

げ
た
、
稲
田
利
徳
の
論
考
に
よ
り
明
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、『
新
続
古
今
和
歌

集
』
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
伝
本
の
一
つ
、
そ
れ
は
尭
孝
本
の
奥
書
を
持
っ

て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
を
書
写
し
た
人
物
と
し
て
伝
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、

目
白
大
学
本
の
奥
書
に
出
て
く
る
飛
鳥
井
雅
世
が
、『
新
続
古
今
和
歌
集
』
の
撰

者
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
両
者
の
つ
な
が
り
は
見
え
て
く
る
。
つ
ま
り
、
周
興
は

尭
孝
の
門
弟
で
あ
り
、
そ
の
関
係
を
も
っ
て
、
様
々
な
典
籍
を
書
写
し
た
人
物

で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
、
ほ
ぼ
確
実
に
言
え
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
か
な
り
の

範
囲
と
量
に
渉
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
尭
孝
の
右
筆
の
よ
う
な
存
在
と
し
て

仕
え
、
数
多
く
の
典
籍
を
書
写
す
る
こ
と
を
業
と
す
る
、
と
い
っ
た
立
場
の
人

間
で
あ
っ
た
と
推
測
出
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
今
少
し
、
そ
の
伝
記
的
な

面
か
ら
の
資
料
的
裏
付
け
が
必
要
と
は
な
る
が
、
一
応
、
そ
の
人
物
像
と
活
動

範
囲
を
想
定
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

四
、
も
う
一
つ
の
伝
周
興
筆
『
新
古
今
和
歌
集
』
を
め
ぐ
っ
て

こ
こ
で
も
う
一
つ
、
興
味
深
い
現
象
を
紹
介
し
た
い
。
そ
れ
は
、
前
節
で
考

察
し
た
、
こ
の
目
白
大
学
本
と
同
じ
伝
称
筆
者
に
よ
る
、
同
じ
『
新
古
今
和
歌

集
』
が
、
も
う
一
本
存
在
す
る
、
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
略
書
誌

を
掲
げ
る
。

�

愛
知
県
立
大
学
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
蔵　

伝
周
興
筆
『
新
古
今
和
歌
集
』
写

本
、
列
帖
装
、
二
帖

　
　
　

�

縦
二
四
・
二
糎
、
横
一
七
・
〇
糎
、
本
文
毎
半
葉
九
行
、
和
歌
一
首

一
行
書
。
字
高
約
一
九
・
五
糎
。

　
　
　

本
文
料
紙　

斐
紙
、
書
写
年
代
は
室
町
中
〜
後
期
か
。

　
　
　

�「
此
集
上
下
両
本
以
二
度
校
合
／
處
猶
以
非
無
誤
重
宗
訊
所
／
持
本

令
読
合
直
付
了
」（
上
・
奥
書
）

　
　
　

�「
此
集
上
下
以
両
本
二
度
校
合
／
處
猶
以
非
無
誤
重
宗
訊
／
所
持
本

令
読
合
直
付
了
」（
下
・
奥
書
）

　
　
　

�「
周
興
律
師
（
琴
山
）」「
尭
孝
門
弟
周
興
筆新

古
今
集
上
下
巻

筆
（
了
雪
）」（
極
札
・
下

冊
奥
書
脇
貼
付
）

　
　
　

�「
新
古
今
和
歌
集
全
部
貳
冊
者
／
法
勝
寺
周
興
上
人
之
墨
痕
且
牡
／

丹
花
門
人
宗
訊
加
筆

　
　
　

�

於
巻
末
共
／
無
孤
疑
者
也
予
應
人
之
需
於
是
／
乎
跋
／
延
寶
三
年 

蕤
賓
下
旬
／　
　
　
＊
陰
暦
五

の
異
名
月　

　
　
　

法
橋
牛
庵
／
随
世
」（
鑑
定
奥
書
）

こ
の
本
の
存
在
は
、
夙
に
学
会
に
報
告
は
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
そ
の
内
容

自
体
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。
今
回
、
実
見
調
査
さ
せ



目白大学図書館蔵・伝周興筆『新古今和歌集』31

て
頂
い
た
が
、
結
論
か
ら
言
え
ば
、
愛
知
県
立
大
学
本
は
、
目
白
大
学
本
に
あ

る
、
飛
鳥
井
家
の
奥
書
を
持
た
な
い
も
の
の
、
両
者
は
ほ
ぼ
同
一
筆
跡
で
あ
り
、

さ
ら
に
は
本
文
上
も
漢
字
・
仮
名
の
違
い
が
わ
ず
か
に
見
ら
れ
る
程
度
で
、
同

一
筆
者
に
よ
る
も
の
と
判
断
し
て
よ
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
作
品
を
同
じ

人
物
が
二
度
も
写
す
、
と
い
う
こ
と
は
、
前
節
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
尭
孝
の

門
弟
と
し
て
、
幅
広
く
、
右
筆
的
に
多
く
の
典
籍
を
書
写
し
た
、
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
の
証
左
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
る
、
興
味
深
い
現
象
で
あ
ろ
う
。

〈
校
異
〉　

・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵　

伝
冷
泉
為
相
筆
本
を
基
に
、

　
　
　
　

�

目
白
大
学
蔵  

伝
周
興
筆
本
（
目
）・
愛
知
県
立
大
学
蔵　

伝
周
興

筆
本
（
愛
）・
小
宮
本
（
小
）
を
対
校

○ 

春
上

5
詞
書　

右
大
臣 

─ 

右
大
将
（
目
）
右
大
将
（
愛
）

12�

詞
書　

天
暦
御
時
屏
風
歌 

─ 

天
暦
御
時
御
屏
風
に
（
目
）
天
暦
御
時
御

屏
風
に哥

（
愛
）

65�

詞
書　

寛
平
御
時
き
さ
い
の
宮
の
歌
合
歌 

─ 

寛
平
御
時
き
さ
い
の
宮
の

歌
合
に
（
目
）（
小
）

　
　
　
　

寛
平
御
時
き
さ
い
の
宮
の
歌
合
にの
哥

（
愛
）

71
作
者　

崇
徳
院
御
歌 

─ 

崇
徳
院
御
製
（
目
）
崇
徳
院
御
製哥

（
愛
）
＊
春
下
131
も
同

92
五
句　

峰
の
白
雪 

─ 

み
ね
の
し
ら
雲
（
目
）

○ 

春
下

102
三
句　

や
ま
桜 

─ 

や
えま

桜
（
目
）
や
え
桜
（
愛
）

113
一
句　

こ
の
ほ
と
は 

─ 

こ
の
本
は
（
目
）
木
の
も
と
は
（
愛
）

123
詞
書　

花
歌 

─ 　
花
イ春
歌
（
目
）
春花

哥
（
愛
）

161�
四
句　

い
ま
か
さ
く
ら
ん 

─ 

い
ま
や
さ
く
ら
ん
（
目
）（
小
）
い
ま
やか

さ

く
ら
ん
（
愛
）

167�
詞
書　

春
の
く
れ
つ
か
た 

─ 

春
の
く
れ
か
た
（
目
）
春
の
く
れ
。つ

か
た

（
愛
）

173
作
者  

宮
内
卿 

─ 

ナ
シ
（
目
）
別
筆
補
入
（
愛
）

さ
ら
に
、『
新
古
今
和
歌
集
』
の
本
文
系
統
を
考
え
合
わ
せ
て
ゆ
く
と
、
こ
れ

ら
の
本
に
は
、
も
う
一
つ
の
意
義
が
見
出
さ
れ
る
。『
新
古
今
和
歌
集
』
の
伝
本

は
、
後
藤
重
郎
に
よ
り
四
類
に
分
類
さ
れ
て
説
明
さ
れ
る
。
そ
の
分
類
基
準
は
、

　
　

一
、　

奥
書

　
　

二
、�　

本
文　
（
イ
）
切
出
歌　
（
ロ
）
歌
の
配
列
・
順
序　
（
ハ
）
本
文

異
同

　
　

三
、　

撰
者
名
注
記
と
そ
の
有
無

　
　

四
、　

隠
岐
刪
除
跡
（
記
号
他
）

　
　

五
、　

作
者
名
注
記

な
ど
で
、
そ
れ
に
よ
り
、



石澤　一志 32

一
類
本　

…　

元
久
二
年
三
月
二
十
六
日
、
竟
宴
本

二
類
本　

…　

竟
宴
以
後
、
家
長
本
成
立
ま
で
、
切
継
時
代
の
本

三
類
本　

…　

建
保
四
年
十
二
月
二
十
六
日　

源
家
長　

公
的
最
終
形
態
の
本

四
類
本　

…　

隠
岐
本
（
後
鳥
羽
院
配
流
後
の
、
再
撰
本
）

の
形
で
分
類
、
説
明
さ
れ
て
い
る
。『
新
古
今
和
歌
集
』
の
伝
本
の
う
ち
、
最

も
多
い
の
が
、
二
類
本
で
、
そ
れ
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
、
そ
こ
に
四
類
本
（
隠

岐
本
）
が
接
触
し
て
、
実
に
複
雑
な
様
相
を
示
す
。

そ
の
中
で
、
公
的
最
終
形
態
の
本
、
と
さ
れ
る
家
長
本
の
考
究
が
、
重
視
さ

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
、
純
粋
な
三
類
本
─
す
な
わ
ち
、
源
家
長
の

奥
書
を
有
し
て
、
切
継
過
程
で
切
り
出
さ
れ
た
歌
を
巻
末
に
纏
め
て
有
す
る
形

態
の
本
は
、
未
だ
報
告
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
も
出
現
す
る
可
能
性
は
低
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
は
、
本
文
中
に
切
出
歌
を
一
首

も
含
ま
な
い
、
つ
ま
り
切
継
を
全
て
終
え
た
最
終
的
な
形
態
で
あ
る
こ
と
、
と

さ
れ
て
き
て
、
そ
の
系
統
の
本
文
と
し
て
は
、
岩
波
大
系
本
の
底
本
で
あ
る
、

小
宮
本
堅
次
郎
氏
蔵
本
が
最
も
有
名
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
、
東
京
大
学
図
書

館
蔵
本
・
愛
知
県
立
大
学
蔵
伝
周
興
筆
本
〈
前
出
〉・
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
、

懐
風
弄
月
文
庫 

92
─17
、
寛
永
一
六
年
〈
一
六
三
九
〉
写
本
・
同 

92
─14
、
伝

飛
鳥
井
雅
綱
筆
本　

な
ど
、
が
あ
る
。
目
白
大
学
本
は
、
こ
の
三
類
本
に
属
す

る
新
し
い
伝
本
で
あ
り
、
さ
ら
に
こ
れ
ま
で
他
に
知
ら
れ
な
か
っ
た
飛
鳥
井
家

に
伝
わ
っ
た
本
を
祖
本
と
す
る
、
と
い
う
点
で
も
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

近
年
、
田
渕
句
美
子
に
よ
り
『
新
古
今
和
歌
集
』
に
お
け
る
家
長
本
の
性
格

を
再
検
討
す
る
と
、
三
類
本
は
そ
れ
ほ
ど
重
視
す
べ
き
も
の
と
は
言
い
難
く
、

む
し
ろ
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
の
伝
為
相
筆
本
（
岩
波
新
大
系
底
本
）
な
ど

に
代
表
さ
れ
る
、
定
家
の
承
元
三
年
の
奥
書
を
持
つ
本
文
と
そ
の
系
統
が
、『
新

古
今
和
歌
集
』
に
於
け
る
最
終
的
な
本
文
で
あ
り
、
多
方
面
に
影
響
を
与
え
た

も
の
と
し
て
、
優
先
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
見
解
が
出
さ
れ
た（

（
（

。

そ
の
主
張
に
は
説
得
力
が
あ
り
、
今
後
、『
新
古
今
和
歌
集
』
を
考
え
て
行
く
上

で
、
基
本
的
に
は
そ
の
主
張
に
従
う
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
先
に
挙
げ

た
ご
と
き
伝
本
群
が
存
在
す
る
こ
と
も
ま
た
一
つ
の
事
実
と
し
て
捉
え
て
お
く

必
要
が
あ
り
、
そ
れ
が
た
と
え
『
新
古
今
和
歌
集
』
本
文
の
性
質
や
影
響
度
・

流
布
度
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
決
し
て
重
視
さ
れ
得
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
し

て
も
、
我
々
の
先
人
が
、
そ
れ
ら
を
「
秘
本
」
と
し
て
大
切
に
伝
え
て
き
た
営

為
を
軽
ん
ず
る
べ
き
で
は
な
く
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
そ
の
性
質
や
性
格
、

お
よ
び
そ
の
生
成
や
伝
来
の
過
程
な
ど
を
、
追
求
し
て
い
く
必
要
が
あ
る（

（
（

。
そ

れ
は
単
に
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
流
伝
の
み
の
問
題
に
関
わ
ら
ず
、
広
く
古
典

籍
を
書
写
・
伝
来
し
て
い
く
動
き
・
過
程
と
い
っ
た
も
の
の
解
明
に
関
わ
っ
て

く
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
す
る
と
、
目
白
大
学
本
『
新
古
今

和
歌
集
』
は
、
看
過
し
が
た
い
問
題
を
多
数
包
含
し
た
存
在
と
し
て
、
伝
本
上

の
位
置
と
そ
の
価
値
を
主
張
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

五
、
お
わ
り
に

目
白
大
学
図
書
館
蔵
・
伝
周
興
筆
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
紹
介
を
中
心
に
、

伝
称
筆
者
「
周
興
」
と
そ
の
書
写
活
動
の
問
題
、
お
よ
び
目
白
大
学
本
の
、『
新

古
今
和
歌
集
』
伝
本
上
の
位
置
と
そ
れ
が
も
つ
意
義
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て

き
た
。「
周
興
」
の
素
性
お
よ
び
そ
の
活
動
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
当
初
の
予
想
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を
は
る
か
に
超
え
る
量
が
見
出
さ
れ
た
為
、
別
稿
を
以
て
そ
れ
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
に
し
た
い
。
ま
た
三
類
本
に
属
す
る
系
統
の
本
文
の
総
合
的
な
検
討
も

必
要
で
あ
る
が
、
本
稿
に
於
い
て
は
問
題
の
拡
散
を
恐
れ
、
そ
こ
ま
で
及
ば
な

か
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
伝
本
の
発
掘
・
考
究
に

努
め
た
い
。

【
注
】

（
１
）　
『
古
筆
鑑
定
必
携
』（
淡
交
社
、
二
〇
〇
四
）「
35　

伝
周
興
筆　

四
半
切
［
新

後
拾
遺
集
］ 

藤
井
常
智
極
」　
＊
小
林
強
の
解
題
に
よ
る

（
２
）　
「『
新
古
今
和
歌
集
』
の
成
立
─
家
長
本
再
考
」『
文
学
』
八
─一
、
二
〇
〇
七
・
一

（
３
）　

後
鳥
羽
院
が
最
後
に
所
持
し
て
い
た
本
文
が
、
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
の
か
、
隠
岐
本
の
本
文
の
性
格
な
ど
を
考
え
る
上
で
も
、
重
要
な
視
点

を
提
示
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

Abstract
In this study I address a previously unstudied manuscript copy of the Shinkokin 

wakasyu, held by the library of Mejiro University. I consider issues related to the 
identification of the manuscript’s copyist, and address the question both of its place 
within the known textual lineage of the Shinkokinshū and its importance within that 
lineage. A bibliographic analysis suggests that this copy was made in the middle of the 
Muromachi Period. Special attention is given to the manuscript’s colophon, which does 
not appear in any other extant copy. After describing its content, I discuss the possible 
significance of this colophon. I next consider issues related to the attribution of this 
copy to a certain “Shūkō,” comparing the manuscript with other texts and textual 
fragments similarly attributed, and clarifying this person’s history and activity as a 
copyist. I follow this with a comparison of the Mejiro University manuscript with one 
held in the library of the Aichi Prefectural University that is also attributed to Shūkō, 
and discuss possible connections between the two texts. The study concludes with an 
analysis of the Mejiro University manuscript’s relationship to other extant variants of 
the Shinkokinshū, and its overall significance when viewed alongside them.
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